
  

 

  

☑
拡
大
月
間
の
幕
開
け
「
分会

拡
大
出
陣
式
」
へ
参
加
を 

 
 

 
 

 

秋
の
拡
大
（
仲
間
増
や
し
）
月
間
の
幕
開
け
と
し
て
「
分
会
拡
大
出
陣
式
」

を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、
改
憲
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
な
ど
私
た
ち
の
暮

ら
し
と
仕
事
に
大
き
く
関
わ
る
情
勢
を
学
び
、
来
る
「
分
会
な
か
ま
名
鑑
」

づ
く
り
対
話
運
動
や
「
分
会
対
抗
き
ず
な
駅
伝
」
大
会
の
チ
ー
ム
づ
く
り

に
む
け
た
共
有
と
作
戦
会
議
を
メ
イ
ン
に
お
こ
な
い
ま
す
。 

【
と
き
】
8
月
28
日
（
日
）
or

29
日
（
月
） 

【
行
動
日
】
8
月
19
日
・
9
月
2
日
・
8
日
19
時
30
分
～
セ
ン
タ
ー 

☑
「
予
算
要
求
は
が
き
（
東
京
都
宛
て
）
」
配
布
の
月 

 
 

今
月
か
ら
来
月
の
群
会
議
に
か
け
て
「
土
建
国
保
・
予
算
要
求 

は
が
き
書
き
運
動
（
東
京
都
）
」
に
取
り
く
み
ま
す
。
予
算
の
増
減 

は
直
接
私
た
ち
の
土
建
国
保
料
に
影
響
し
ま
す
。
私
た
ち
建
設
業 

者
が
お
か
れ
て
い
る
厳
し
い
現
状
を
は
が
き
に
込
め
て
100
％
や 

り
き
り
、
予
算
満
額
確
保
を
「
み
ん
な
の
力
」
で
勝
ち
と
り
ま
し
ょ
う
。 

☑
最
低
賃
金
31

円
の
引
き
上
げ
！
早
期
に

1500

円
へ 

 
 

 
 

 

10
月
か
ら
最
低
賃
金
が
、
過
去
最
大
の
全
国
平
均
で
31
円
引
き
上
が
る

こ
と
に
な
り
、
東
京
は
1072
円
で
す
。
引
き
続
き
「
8
時
間
働
け
ば
普
通
の

生
活
が
で
き
る
時
給
1500
円
」
の
実
現
へ
さ
ら
に
運
動
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。 

☆
夏
季
統
一
「
募
金
」
37

万
円
の
ご
協
力
☆

 

先
月
の
群
会
議
で
と
り
く
ん
だ
「
夏
季
募
金
」
は
全
28
分
会
か
ら
37
万

5522
円
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
原
水
禁
世
界
大
会
の
代
表
派
遣
費
や
共
闘
団
体
（
国
民
救
援
会
・
障

都
連
・
生
活
と
健
康
を
守
る
会
・
被
爆
者
ね
り
ま
の
会
・
平
和
委
員
会
・
東 

京
学
習
会
議
な
ど
へ
各
1
万
円
）
の
カ
ン
パ
に
使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

よしこちゃんが やけどで ねていて とまとが たべたいというので 

お母ちゃんが かい出しに いっている間に よしこちゃんは 死んでいた 

いもばっかしたべさせて ころしちゃったねと 

お母ちゃんは ないた わたしも ないた みんなも ないた 
-原爆投下を体験した小学 5 年生（当時）の詩 

☑あれから 7７年…忘れても繰り返してもいけない歴史！   

1945 年 8 月 6 日は広島に、9 日は長崎に人類史上初、なおかつ世界で唯一戦

争で原爆が投下されてから 77年。大量殺りく、大量破壊が瞬 

時に、かつ無差別に引き起こされた原爆によって命を奪われ 

た人はその年だけでも 21万人にも及び、今日もなお増え続け 

ています。また、放射線による障害が長期間にわたり、現在 

にいたるまで死の恐怖と苦痛に苦しめられている人もたくさ 

んいます。その「原爆」、それを巻き起こした「戦争」の残酷 

さ、悲惨さを私たちは決して忘れてはいけません。 

☑憲法も国民も被爆者の声も踏みにじる岸田政権の姿勢！  

戦争の残酷さ悲惨さを痛感した日本は、「二度と同じ過ちを繰り返さぬ」よう

日本国憲法で、国の意思を国民が決定する権利「国民主権」、人が生まれながら

にして人間らしく生きられる権利「基本的人権の尊重」、戦争の放棄と戦力の不

保持と交戦権の否認を定めた「平和主義」の３つを基本原則として定めています。

私たちは、この日本国憲法の下で､戦争で命の危険におびえることなく平和に暮ら

し、健康で文化的に生活する権利が守られているのです。 

しかしながら、先の参院選の結果、衆参で改憲勢力が改憲発議に必要な 3分の

2 以上の議席を上回ったことで、岸田首相は「できる限り早く改憲発議をすすめ

る」と表明し、改憲の実現に力を注いだ故安倍元首相の名を挙げ「思いを受け継

ぐ」とも強調。一方、出口調査（7/10）では、有権者が重視した政策で最多の「景

気・雇用対策」30.2％に対し「改憲」4.7％。参院選後の世論調査（7/11･12 共同通

信）では、改憲を「急ぐ必要はない」58.4％で「急ぐべき」37.5％を上 

回っていることからも、「人の話を聞く」と自任する特技とは裏腹に民 

意を無視して「改憲」「軍事費 2 倍」「敵基地攻撃能力（反撃能力）」を推 

し進める岸田政権の姿勢は、まさに「戦前の日本」そのものです。 

「核兵器禁止条約」の第一回締約国会議（6 月）に米国の「核の傘」にある 5 カ

国がオブザーバー参加をした一方、唯一の戦争被爆国である日本政府は、アメリ

カの「核の傘」に依存。禁止条約に背を向け続け、各国が注目する 

被爆国としての政治的・道義的立場や役割を完全に放棄し、核廃絶 

を求める世界の声、何より被爆者や国民に対して背をむけるもので 

決して許されるものではありません。  ↖

 

◆
あ
い
う
え
お 

 

＊分会センターや地域集会所を活用する群会議や諸行動は 3 密が避けられる運営と、マスク着用・手洗い・うがい・アルコール消毒など感染予防対策の徹底をお願いします。 

 

☑対岸の火事でも他人事でもない！人類を核の脅威が覆う！         

第二次世界大戦の終戦から 77 年、ロシアによるウクライナ侵略、北朝鮮の核開発、中国の軍拡加

速や台湾有事の接近などがもたらす急激な安全保障環境の変化の中で、世界 

は「緊張」に覆われ、「戦争」という二文字が身近に迫っています。 

地球上には 9カ国 1万 3,400発（22 年 1 月）の核弾頭があると推測され、そ 

の威力は広島・長崎に落とされた原子爆弾の 3,000倍以上とも言われていま 

す。ひとたび、誤作動や軍事衝突によって偶発的に「核のボタン」が押され 

ることになれば、「主要都市は消え、爆発と放射能で数千万人が一瞬のうちに 

死に、数億人が重傷を負う。そして煙や煤が地球を包み込み、何年にもわた 

って日光を遮って、核の冬がやってくる。日光も、熱も、食糧もない。2～3 

年以内に 70 億の人類のほとんどすべてが飢餓に陥る」と、専門家は警鐘を鳴らしています。 

戦争の先にあるのは「正義」でも「利権」でもなく、人類の「破滅」「滅亡」に他なりません。 

☑戦争はいや！平和を守るため！私たちができること！？今やらなければ！        

誰もが「戦争へは行きたくない」「大切な人を行かせたくない」「子や孫の世代に平和を繋ぎたい」

という思いは同じ。まずは群の仲間で語り合い、私たちに何ができるのか考えてみましょう。 

□群会議で仲間と語る □憲法カフェや集会に参加する □家族や仲間に話をする 

□署名を集める □新聞や HP で調べる □SNS で発信する □その他（     ） 

 



 

 

8/11～15 の終日は夏季休業のため、8/23、9/2 の午後は書記

局会議のため、支部事務所を閉めさせていただきます。ご協力

お願いします。 

組合活動 機関会議 地域 その他

11 木 脱原発駅宣

12 金 事務所夏季休業 分会執行委

13 土 分会執行委

14 日

15 月 事務所夏季休業

16 火

17 水

18 木 後六役会議 お米配布活動

19 金
定例行動日
総がかり行動 納入日　財政部会

20 土

21 日

22 月
書記決起集会(午後のみ）
※事務所は通常どおり　　　　社保駅宣 後継者部会

23 火

24 水
本部登録
予算要望懇談　消費税駅宣 組織部会　労対部会

25 木 予算要望懇談 分会長会議

26 金 技術部会

27 土

28 日 秋の拡大分会出陣式

29 月 秋の拡大分会出陣式

30 火 青年部スポーツ企画 厚文部会　賃対部会

31 水 仕事部会　憲法平和部会

組合活動 機関会議 地域 その他

1 木
中執
産対局　社保部会　事業所対策委

2 金 拡大統一行動

3 土 シニア日帰りバス旅行

4 日 支部活動者会議（１日開催）

5 月 四役

6 火 常任　女性四役

7 水 執行委員会

8 木 拡大統一行動

9 金 憲法駅宣 教宣部会　女性役員会

10 土 六役会議

11 日 事業主の会セミナーBBQ交流 脱原発駅宣

12 月 無料法律相談 分会執行委

13 火 分会執行委

14 水

15 木

16 金

17 土

書記局会議・・・午後、事務所閉まります

９月

８月

書記局会議・・・午後、事務所閉まります

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

☑次回の「無料法律相談（弁護士対応）」       
【とき】9月 12日（月）午後 3時～ 

【内容】仕事からプライベートまで何でも個別相談 

【ところ】練馬支部会館 【申込】予約は支部担当者まで 

◆平和の波をココ“ねりま”から◆ 

☑目で耳で肌で触れて！平和について考えよう！  

今こうしている間にも、海のむこうでは戦争によって罪の

ない子どもや女性、市民の命が奪われています。戦争が身近

に迫っている今こそ、戦争の残酷さ、悲惨さを 

あらためて思い起こしてみませんか？ 

練馬支部も憲法ミニフェスタ（7/31）で作成 

した「タイル文字アート」を出品予定。 

【とき】9月 30日（金）～10月 2日（日） 

【ところ】ゆめりあ区民ギャラリー（大泉学園駅徒歩 2 分） 

【とき】9月 17（土）～19日（月）午後 2時～４時 

【ところ】ココネリイベントホール（練馬駅直結） 

【とき】10月 8（土）～9日（日）10時～ 

【ところ】武蔵大学江古田キャンパス 8 号館 8 階武蔵大 

学 50 周年記念ホール（江古田駅徒歩 6 分） 

【鑑賞券】前売 1,000円（当日 1,500 円） 

■事業主のみ･な･さ･ん･必見■ 

☑経営セミナー＆BBQビアガーデン事業所交流会              

専門家による経営セミナーやアドバイスで仕事に活か

し、信頼・信用できる事業所同士で顔見知りをつくって仕

事に活かせます。ご参加お待ちしてます♪ 
 

【とき】9月 11日（日）10時～15時 

【ところ】練馬支部会館 

【内容】○セミナー（税理士による経営術・法人成り等） 

    ○昼食 BBQ（ビールサーバー、名刺交換等） 

【参加費】1,000 円 【定員】30 人…残り 7人（8/5 時点） 

【対象】組合内事業所の事業主又は番頭ならどなたでも 

【申込】チラシ兼申込書 Fax あるいは支部担当者まで℡ 

○保険料が免除されます○ 

☑最大４カ月分免除!土建国保料の「減免」制度  

新型コロナウイルス感染症の影響で生活が困難になり、

下記の要件を満たす組合員の土建国保料が減免されます。 

2022 年 1 月以降で任意の連続した 6 ヶ月の

合計を 2 倍して 22 年の収入見込を算出します 

＝100-（22 年収入見込÷19 年又は 21 年収入×100） 

（入院共済含む） コロナの影響で  

①2021 年と比較して 50％以上減少➡4 カ月免除 

②2021 年と比較して 40～49％減少➡3 カ月免除 

③2021 年と比較して 30～39％減少➡2 ヶ月免除 

④2019 年と比較して 30％以上減少➡2 ヶ月免除 

■減免申請書（支部）  ■収入減少割合報告書（支部） 

 ■2019・2021 年分の収入額が確認できる書類 
（確定申告書/源泉徴収票/非・課税証明書等） 

■2022 年の収入が確認できる書類 
（売上台帳/給与明細/土建の所得計算書等） 

2022 年 11月 16日（水）支部必着 

◆“石綿”講習関連◆ 

☑石綿作業主任者技能講習の受講募集             

 申込が殺到しているため、定員を超える申 

込がある場合は抽選となります。 

 【必要書類】証明写真（30×25mm）、雇用保険か労災証明 

法人代表印（一人親方は不要）、受講料（注意） 

①【とき】9月 29日（木）・30日（金） 

【ところ】けんせつプラザ東京 【受講料】13,000 円 

【定員】70 人 【〆切】8 月 25 日（木）正午 

②【とき】10月 12日（水）・13日（木） 

【ところ】けんせつプラザ東京 【受講料】11,500 円 

【定員】100 人 【〆切】9 月 8 日（木）正午 

☑アスベスト含有建材調査者講習        

【とき】10月 19日（水）・20日（木） 

【ところ】けんせつプラザ東京 【受講料】50,500 円 

【定員】65 人 【〆切】8 月 30 日（火） 

 


